
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中東地区まちづくり協議会 

地域づくり部会報 

令和 3年 2月 1日発行 

地域づくり部会は、地域の皆様がいろいろな体験を通して交流を深め、広範囲なつな

がりができ、より良いまちづくり、地域づくりへと発展できればと願っています 
 

・もっと知ろう ・伝えよう ・つながろう 
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今年もほっとする街の空間づくりでペットボトル

ツリーを設置しました。令和 2 年 12 月から令和 3

年 1月末まで 2ヶ月常盤公園(幸町)と貴船町赤岸通

りで輝きました。 

北浦街道まち興し事業の一環として始めたペット

ボトルツリーも今年度で 3回目。ペットボトルの収

集から始まり、設置まで数か月にわたり延べ１6０

名余の方々が関わり、この企画が知れわたるように

なったことは喜ばしいことです。中東地区まちづく

り協議会の活動の一端として認知が高まり、地域の

課題解決のキッカケに繋がなればと思います。色々

なステージでかかわって頂いた皆様のご支援に感

謝致します。ありがとうございました。これからも

多くの方々に参加、体験していただければ有り難く

存じます。 

 

昨年 3 月のライトアップ 

 

スイッチオン! 

ばっちり点灯 

 

 

高さ 5m、2m、関門橋 

 

昼間 



みもすそ川別館と西山音
にしやまおと

治
じ

氏 

火の山の入口、関門橋が見渡せる風光明媚なところにある料亭・旅館「みもすそ川別館」にまつ

わる歴史は下関の誇りである。当館は、故西山音治氏(以下「音治氏」で表現・写真①)が昭和 34年

(1959)に創業され 60余年の歴史を刻んでいる。音治氏の生涯年表は下記をご覧いただくとして、興

味ある逸話を紹介する。 

一つには、功山寺境内に鎮座している高杉晋作銅像(写真③)。ご存知の通り功山寺は晋作が奇兵

隊を挙兵した由緒あるところ。この像は元々晋作の大の信奉者であつた音治氏がみもすそ川別館の

庭に自費で製作設置されたものである。今では功山寺の名勝となっている。 

二つには、音治氏は安徳天皇を抱かれ関門海峡に入水された二位の尼の辞世句「今を知るみもす

そ川の流れ、波の下にも都ありとは」の「みもすそ川」を家号に使わせて戴いていることに、感謝

を込めて４メートルを超えるお姿の像(備前焼作家・浦上善次先生の作品)を作られたと音治氏の

孫、西山玲子氏(女将)は語っておられる。今も海峡に向って佇んでいる(写真②)。 

三つには、音治氏の孫、西山玲子氏(女将)の話によると、音治氏は元来明治生まれの気質で古美

術蒐集に造詣が深く多数の収集品が今も「みもすそ川別館・カフェ音」に数々展示されている。中

でも筆者が興味を抱いたものは、放浪画家山下清が昭和 37年(1962)来館された際に書き残されたの

「春夏秋冬」(写真④)は額装されカフェ音に展示されている。部屋の一室にも「五風十雨」(写真

⑤)という作品が掛け軸となって飾ってある。この他に数々の古美術品も展示されている。西山玲子

氏は祖父の足跡に思いを馳せながら、これからの下関の発展、活性化に気持ちを新たにされてい

る。皆さんも同館を訪れられ 古
いにしえ

の音治氏に会われて見ては如何でしょうか。
○ カフェ音:由来は音治氏の音

○ 浦上善次先生:岡山県出身、備前焼の著名な作家。1914年生まれ 2006年死去
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【西山音治氏の年表】 
生誕・兵庫県 
2月～38年9月 日露戦争出征 
下関市議会議員 
下関会館ホテル開業(現在の東京第一ホテル近く) 

明治17年(1884) 
明治37年(1904) 
昭和 2年(1927) 
昭和22年(1947) 
昭和33年(1958) 

昭和38年(1963)頃 
昭和40年(1965)  
昭和47年(1927)   
昭和57年(1982)没 

明治20年(1887)建設の裁判所(貴船町)の玄関の正門は、
解体されて「みもすそ川別館」の門として移築された 
みもすそ川別館庭園に高杉晋作銅像を設置 
安徳天皇・二位の尼の像設置 
功山寺境内に高杉晋作銅像を移設 
享年 99 歳(白寿) 

① 

みもすそ川別館 

火の山 

椋野 

長府 唐戸 

平家茶屋 
関
門
橋 ②

②



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

⑤ 

【出典】「論衡
ろんこう

」是応げおう

【読み】ごふうじゅうう 

【意味】「五日にしてひとた

び風がふき、十日にしてひ

とたび雨がふる」の略。豊

作にちょうど適した気候で

あることから、気候が穏や

かで順調なことで豊作の兆

しとされる。世の中が平穏

無事であるたとえ。山下画

伯が筆をとったとき、今の

世の中のことも想像してい

たのだろうか。このような

世の中が続いて欲しいもの

である 3 

 

功山寺仏殿(国宝・仏殿の

建立は元応 2年(1320年) 

③ 

台座の巨大な石が気にな

りますね。内日地区の竜

王山麓で変成岩を発見。

15トンもの岩石を苦労

し運搬 

常盤公園のツリーは昨年と比べ形の違いに気づ

いておられましたかね。設置時のことを考えハ

イブリット型にしました。上部を予め別な場所

で作製し、心棒につなぎ合わせる方式と支線(先

端からのワイヤー)をふれあい農園の孟宗竹(写

真参照)を使用したことです。地域にはアイディ

アマンがいますよ。杉原さん(上田中町)のご尽

力に感謝です。ありがとうございました。 

ペットボトル収集・7月～9月 

各方面から 1500本集まりました。

ありがとうございました 

軽トラで運搬 

5m ツリーの  上部半分を製作中 

ワイヤー通しに

みんな頑張りま

した 

穴あけ治具を考えた方に 

感謝。簡単です 

 

設置当日は３０余名

集合。皆さんご苦労

様でした 

完成 

骨組み孟宗竹 



 

 

 

 

  令和 2年 11月 14日(土曜日)待望の芋ほり開催。過去最大の 110名の参加。うち、子どもが 

40名は大変有意義なことでした。全員マスク着用で土との格闘。1時間ほどできれいに掘り 

あげられました。お疲されまでした。 
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【編集後記】 

令和 2年は新型コロナで始まり、終わったと言う感じです。今年もまだまだ終息しない雰囲気で

コロナとの戦いは長期戦になりそうです。工夫しながら今後も出来る範囲で活動して行きたいと思

います。今回、芋ほり体験の子どもたちの感想・スケッチを特別号として纏めてみましたのでご覧

ください 

将来を担う子供たちの声を聴いてやってください 

地域づくり活性化にサポーター募集中! 
 

地域交流の場づくりが願いです。 
愉快な仲間が 1 人でも増えることを願っていま
す。できるときに、できる範囲で皆さんの得意な
分野で無理なく参画していただいて輪を広げて
いきませんか 

 

【お問合せ】 
中東地区まちづくり協議会事務局    
(月・水・金 9時～14時まで） 

☎083-250-8380 
 

又は地域づくり部会田中まで 
☎080-1648-1480 

 

さつまいも掘収穫体験交流会 

令和 1年度は植え付け場所不適で

不作でした。令和 2年度は場所替

えし結構大きく成長した芋とな

り、昨年のリベンジを少し果たせ

たかな(*^-^*) 
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